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鴫門市市民活動支援センターが移転しました

鴫門市社会福祉協議会 会長 多智花 亨

近年、私達の社会環境は、情報化・国際化・少子高齢化の進展に加えて、個人の価値観や生活

スタイルの多様化などにより、急速に変化しています。

これらにともない、地域社会の課題も複雑多岐にわたり、これまでの社会システムでは、その

課題に十分対応できない現象も生まれてきています。このような状況の中で、近年、幅広く繰り

広げられてきました、市民の皆さんによる社会貢献活動は、地域社会のニーズや課題に柔軟に、

きめ細やかに対応されており、私共も日頃より大いに感謝をいたしております。

本市におきましても、平成 17年に「鴫門市社会貢献活動に関する条例」が施行されるととも
に、「鴫門市市民活動支援センター」が設置され、社会貢献活動を総合的に促進し、市民一人ひと

りがいきいきと輝き、心の豊かさを実感できる、人にやさしいまちの実現をめざした活動を推進

しております。

本年4月 1日より、「鴫門市市民活動支援センター」の業務につきましては、市社会福祉協議会

がその業務を31き継ぐことになり、勤労青少年ホーム 1階の鴫門市ボランティアセンター内に事

務所を移設いたしております。

現在、鴫門市には24団体の NPO法人が設立されており、ポランティアセンターには45団
体のボランティアが登録されておりますが、その活動内容は、福祉・教育・環境・まちづ<り等

市民生活にかかわる多岐にわたつております。

支援センターでは、これからも NPO法人に関する相談や、社会貢献活動に関する研修・啓発、
あるいは関係活動団体の交流支援等を通して、各参画団体間のネットワーク化を推進し、互いの

団体が持つメリットを他の団体にも発信し、互いに成長し含える機会の提供に努めてまいります

ので、NPO法人活動やポランテイア活動に関心を持たれている皆さん方のご利用をお待ちいたし
ております。
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瀬戸地区自治振興会の活動

清掃活動

私たちの住む瀬戸町は市の北東部に位置し、
小鳴門海峡を望む風光明媚で自然環境に恵まれ
た国立rAN園肉地域であり、明神、堂浦、北泊、
島田、小海 0日出の5地区から成り立つており
ます。自治会組織も全ての地区が連携を取りな
がら各地区独自の活動を展開しております。
今回は島田地区の活動報告です。島田地区は
小島田、中島田、大島田、室、撫佐の5地区か
らなり全島で90戸程の小さな島です。余談で
すが一時 《上から読んでも下から読んでも島田
島》とラジオで紹介されたことを思いだします。

劣饒 ネ霧 挿 彙 髪 当
1語
辞 :8

とになりました。児童数は 1名ですが、地域と
学校という絆は強<t従来通りの活動を島ぐる
みで継続実施をしております。
1例を挙げると、毎年5月 30日には漂着物
の多い大島田田尻浜の清掃を、市・学校・小鴫
門荘・地域の人達総出で、環境美化・地域の連
帯意識・親睦を深めることを目的として継続実
施しております。
その他6月には学校と一緒になつて、通学
路・道路側面の革刈を行い、また、7月と12
月にはスカイラインヘの取り合い道路と島
田・北泊への関連道路のポイ捨て投棄物の回
収、革取り・枝打ち作業を展開しております。
今後も地区の方長のご協力を得てより良い
町づ<りに尽力したいと思います。
【付記】日は少しさかのぼりますが、平成19
年12月に各新間でも報道されました、宝塚海
軍航空隊予科練生82人が犠牲になった『住吉
丸事件』鎮魂の記念碑が、島田地区自治振興会
の宮本会長さん等のお世話により島田島田尻
浜に建立されております。是非一度足をお運び
<ださい。

EM活用で環境改善

みなさん、ますEMつてご存知でしょうか。有用微生物群

践 馴 穐 鱚 1語譜
る微生物を複含培餐したものです。自然界の力で自然を
浄化し蘇生を図るもので、琉球大学農学部の比嘉照夫教
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I NPO法人ボランティア鴫門西の活動 |

平成 16年 6月に結成以来 5年が過ぎ、活動
も多種多様化してまいりました。特に環境問題

については、重要課題として積極的に取り組ん

でいます。その活動の一例として「海や川をき

れいにする活動」を紹介します。

鴫門西地区には、「にお」と呼ぶ水路がた<
さんあります。そこは替から住民が泳いだり、

魚を獲つたりして生活には欠かせないところ

でした。しかし、生活状況の変化により生活排

水でその水路は汚れ、ヘドロが堆積して悪臭を

放ち、魚も住めない状況となってしまいまし

た。
そこで、平成 13年から現在まで 8年間にわ
たって、有用微生物群 (EM)を活用して「生
活排水の浄化活動」に取り組んでいます。水路

に 1トンのタンクを設置して EM活性液を培
養、「にお」に投入してヘドロや悪臭の除去改

善に努めています。
現在では、鴫門

/AN民館で EM活性液を各家庭
に配布し、それぞれから水路に流してもらって

います。また、小 。中学校ではプールの掃除に
EM活性液を使用、そのほか小学校の児童と地
域の人が協同で EMダンゴを作り、ヘドロの中
に投入して地域全体で環境の改善に取り組ん

でいます。

事務局 橋本 国勝

緑のカーテン

もう一つの取り組みとして、夏期にゴーヤを栽

培して「緑のカーテン」による地域温暖化防止の

活動があります。地域内の施設 (幼・小・中学校、
公民館、郵便局、鴫Fヨウチノ海総含公園)をはじ
め、家庭で取り組む方には苗や資材を提供して育
て方の指導をして支援し、より多<の人に地域温
暖化防止の啓発活動に努めています。また、収穫
したゴーヤは、健康食品として各家庭で分け合う
など有効活用しています。
環境問題への取り組みは、住民一人ひとりが自

分たちの課題としてよりよい環境を残そうとい

う意識をもつことが必要であり、また何よりも継
続した活動が望まれます。より全市的な活動とし
て広がつて行<よう、関係団体との連携も重要で
あると考えます。
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シエアの勉強会

【日 時】毎月第 1・ 3木曜日 14:30～ 1630
【ところ】鳴門市撫贅町南浜 喫茶 ZerO
【定 員】20名 (事前申込み)
【参加費】500円 (バン・ドリンク代)

【内 容】5ノ21全身のツボの勉強会
6′4 ウクレレとマンドリンの生演奏
6′18バルーンアート

7′2 生活習慣病と食事療法
7ノ16中・高齢者向けの基礎化粧講座

【間含せ先】

NPO法人 ほつこリタイム  |    、
8685-4010   1  ■

※参力0者・講師随時募寒

事務所移転のお知らせ

◎ ガンノヽ―ル渦のまち

【住 所】鴫P3市撫贅町立岩字六枚33番地
【電 話】088-684‐ 0533

◎ 鳴門国際交流協会

所】鴫門市撫豊町南浜字東浜 31‐45
シティハイム鴫門パート1205

話】088-683-0270
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平成 21年度ニッセイ財団 高齢社会助成

【先駆的事業助成】

◇助成対象

1。 認知症高齢者に関する予防からケア

までの総合的な先駆的事業

2.高齢社会における地域福祉、まちづ
くりを目指す地域を基盤とした先駆

的事業

3.高齢者の自立・自己実現 ◆社会参加
を推進する地域社会システムづくり

の先駆的事業

◇助成期間

平成 21年 10月から最長 2年半

◇助成金

2年半、1団体当たり 了∞ 万円以内
◇締切り

平成 21年 6月 1日 (月 )

【実践的研究助成】

◇助成対象

1。 認知症高齢者に関する予防からケア

までを探求する実践的研究

2.高齢社会における地域福祉、まちづ

くりを探求する実践的研究

3。 高齢者の自立・自己実現
。社会参加

を探求する実践的研究

◇助成期間

平成21年 10月から最長2年

◇助成金

2年J件当たり 200～250万円程度

◇締切り

平成21年 6月 16日

◇問合せ先

日本生命財団 高齢社会助成,事務局

■06-6204-4013

◎市民活動助成

◇助成対象

1.高齢者が活動する市民活動団体
2。 高齢者の医療・保健・福祉、ま

ちづくり等、高齢者を対象とす

る市民活動を行う団体

◇助成期間

1年間

◇助成金額

1件当たり100万円を上限
◇締切り

平成21年7月 31日 (必着)
◇間合せ先

財団法人 ユニベール財団
803-3350-9002

◎福祉車両助成

◇助成対象

社会福祉法人、財団法人、社団法人、

特定非営利活動法人

◇助成対象事業

社会福祉等に係るすべての事業が対

象。ただし、高齢者や障害者が地域

で暮らすための在宅サービス、通所

サービス、就労支援のための車両配

備を優先する。

◇助成金

2009年度設定車両一覧表より希望

車種 (複数台の申請可)

◇申請受付期間

平成21年 6月 1日～6月 30日

(当日消印有効)

◇問含せ先

日本財団 車両チーム
803-6229-5163  .


